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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 42,76 42,26 -0,50 44,17 -1,91

USD / BRL Spot BRL 2,4004 2,4260 +0,0256 2,3584 +0,0676

USD / JPY Spot JPY 102,63 102,53 -0,10 104,18 -1,65

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 48.463 48.217 -246 49.696 -1.479

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 187,7 191,0 +3,3 194,30 -3,3

Brazil 5yrs Gov. Bond % 13,08 13,15 +0,07 12,76 +0,39

DI Future Jan15（金利先物） % 11,33 11,37 +0,04 10,61 +0,76

3 Months US Dollar Libor % 0,237 0,236 -0,001 0,242 -0,006

CRB Index（国際商品指数） Index 290,2 291,7 +1,5 275,4 +16,3

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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Indicator Unit 2月11日

昨日のドルレアルスポット相場はブラジル経済への懸念からレアル売りとなる展開でした。
朝方は最近の熱波や干ばつによる経済への悪影響が引き続き懸念材料となり、前日比レアル安の２．４０台
前半で始まった後も２．４１台前半へレアルは売られました。一時的に２．４０近辺へ緩む局面もありましたが
レアル売り圧力は燻ったまま再びレアル安へ切り返し２．４２台に乗せました。そのまま終日レアル安地合い
は継続し、結局２．４２台後半で引けています。

異常気象の影響が徐々に懸念されるようになってきました。農作物の収穫減少のため既に卸売価格は上昇
しており、被害の大きい野菜などは今月に入って３５％の値上がりを記録しているため小売価格上昇も時間
の問題と見られています。また、ブラジルでは水力発電が大きな割合を占めるため水量不足によってコスト
の高い火力発電へシフトすればエネルギー価格上昇も懸念されています。そのため政府の匿名筋によると
電力業界への支出を増やす必要があるとして今年のプライマリー財政黒字目標を引き下げることを検討して
いると報道されています。気象問題なので一時的な影響で収まる可能性もありますが、インフレや財政悪化
への懸念からレアル売り圧力は当面残りそうです。
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